
■
安
城
市
の
住
み
や
す
さ
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
上
表
の
と
お

り
で
す
。

「
住
み
よ
い
」と
答
え
た
人
の
割
合

は
、
前
回
と
比
べ

％
上
昇
し
、「
ど
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ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
よ
い
」と
答

え
た
人
を
加
え
た
割
合
は
、

・
７
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％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、「
住
み
に
く
い
」「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
住
み
に
く
い
」と
答
え

た
人
の
割
合
は

％
と
な
っ
て
お
り
、

７．８

そ
の
理
由
と
し
て
、

暫
交
通
の
便
が
悪
い

暫
日
常
の
買
い
物
が
不
便
で
あ
る

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
こ
れ
ま
で
の
安
城
市
の
取
り
組
み

に
対
す
る
満
足
度
・
重
要
度
に
つ
い

て
平
成

年
度
と
平
成

年
度
を
比

２１

２４

較
し
て
、
各
取
り
組
み
に
対
す
る
満

足
度
・
重
要
度
の
割
合
が
増
加
し
た

施
策
は
、

施
策
中

施
策
と
な
り

４１

２０

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

年
度
の
市

２４

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
さ
ら
に
充
実

を
求
め
る
施
策
が

施
策
あ
り
ま
し

１０

た
。

《
さ
ら
に
充
実
を
求
め
る

施
策
》

１０

●
生
活
環
境

暫
地
域
の
生
活
環
境
の
向
上

暫
水
質
浄
化

暫
防
災

暫
地
域
安
全

暫
交
通
安
全

●
保
健
福
祉

暫
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険

暫
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉

暫
障
害
福
祉

●
都
市
基
盤

暫
道
路
の
整
備

暫
公
共
交
通

今
回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
今

後
、
各
施
策
の
進
め
方
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

平
成

年
に
第
７
次
安
城
市
総
合

１７

計
画（
平
成

～

年
度
）を
策
定
し

１７

２６

ま
し
た
。
め
ざ
す
都
市
像「
市
民
と

と
も
に
育
む
環
境
首
都
・
安
城
」の

実
現
に
向
け
、
施
策
に
環
境
の
視
点

を
取
り
入
れ
、
本
市
の
特
色
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
こ
れ

ま
で
の
本
市
の
取
り
組
み
に
対
す
る

満
足
度
や
重
要
度
を
お
聞
き
し
た
も

の
で
す
。
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
報
告
書
は
、
企
画
政

策
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
中
央

図
書
館
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
調
査
概
要

●
期
間

昨
年
９
月

日
～

月

２８

１０

１８

日●
方
法

郵
送
に
よ
る
調
査
票
の
配

布
・
回
収

●
対
象

６
０
０
０
人（
市
内
在
住

で

歳
以
上
の
人
か
ら
無
作
為
抽
出
）

１８
●
回
収
状
況

有
効
回
収
数
糸
３
２

７
７
通
、
回
収
率
糸

・
６
％

５４

●
調
査
項
目

住
み
や
す
さ
、
こ
れ

ま
で
の
安
城
市
の
取
り
組
み
に
対
す

る
満
足
度
・
重
要
度
な
ど

■問
▼
企
画
政
策
課

（
緯〈

〉２
２
０
４
）

７１

表：安城市の住みやすさについての年度別比較
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